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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・故障していた青南病院ソーシャルワークのＰＨＳが復活し、番号が以前と同じ213になります。
尚、青南病院　庶務のＰＨＳが785になります。
・西病棟Aユニットの畑中　徹様が毎週水曜日にAAに参加し21時に職員側の玄関から帰院となります。インターホンが鳴ったら開錠し、畑中様が北病棟で待っていただくと共に、西病棟へ連絡をしてください。1/15から開始となりますが、本日は下平ＰＳＷから畑中様に説明と案内があります。

　　　　　　
・薬局から、「持参薬鑑別・再分包依頼書＆薬剤廃棄箋に関わる処理手順」に関し、手順書と記入例のコピーを配布があり、本日のカンファレンスで確認をしています。明日（木曜）からの施行となります。不明な点は薬局長に尋ねて行きましょう。

・昨日のナイトプログラムの患者様ミィーティングで、洗濯機が故障の為1台しかな

く、洗濯ができないと患者様からの意見がありました。修理できるまで洗濯機の借

用できないかと藤原ＳＧＭに声掛けしています。
＜患者様連絡事項＞

・十日市　利樹様～排便調節の為シンラック液　1本処方されました。夜に20滴内服

する事で普通便中等量ありますが、今後とも腹部状態の観察をして行きましょう。

＜皮膚科診察状況＞

・東海林　康之様～両下腿に発疹ありタベジール　2×1/8日(本日夕より開始)処方となっています。部位の観察をおこなっていきましょう。

・浅野　秀子様　～左前腕に時計によるかぶれありデルモゾール塗布していましたが　

　が治癒した為、本日止めになっています。

＜川端先生ケースカンファ＞

・戸賀沢　潔様～現在、お金・煙草がない状態です。2日前にはクリスマス会のお金を｢明日、家族がお金を持ってくるからそのお金で煙草を買いたい｣と、来るかどうか分からない事を、煙草欲しさに話す事あります。

　　　　　　　　主治医より、煙草や小遣いの足りなくなる事のないように、計画的に金銭管理について話し合って欲しいとのお話しあります。

・平　京子様～風邪症状改善見られ、本日風邪薬止めとなっています。

・木村　梅子様～お父様が御亡くなりになり、1/10（木）より長期外泊し、昨日1/15

（火）帰院となっています。外泊状況について｢ちょっと疲れたけど

眠れました｣と話されています。御家族様からは｢周囲の話しに耳

を貸す事なく、4時間程の睡眠だった｣とのお話し聞かれています。

昨日は服薬トラブルもなく支障なく日課取り組まれています。

本日、朝食前・昼食前の薬を飲みに来られず、スタッフ声掛けして

います。服薬の間違えはありませんが、チェック忘れあり、混乱み

られています。今後も取違え・チェック忘れ・時間の間違え等ない
か観察・確認して行きましょう。
　　　　　　　　又、鼻汁・鼻閉・声のかすれの訴え聞かれ、本日、問診時、情報提供していく予定です。

　　　　　　　　主治医診察にて

風邪薬　小青竜湯　3Ｐ　3ｘ7日分　臨時処方となっています。風邪症状の観察・確認を行い、又、プログラム・作業終了後は手洗い・うがいを促して行きましょう。

　　　　　　　　

・東海林　康之様～外泊から帰院されてから多弁・独語聞かれ軽躁状態見られています。帰院時｢急な外泊で少し気分が高くなってしまった。続けて2回も行ったから(月1回の外泊訓練中)疲れてしまった。生活リズムが乱れたせいだ、躁傾向になったんだと思う｣と自ら振り返ってみたかと思うと話しが飛躍し、テレビの話題をしたりと、多弁的になっています。

　　　　　　　　　振り返りのノートの記入を行っていますが、以前は4～5行しか書かれなかったのが、今は１ページびっしり書く事見られています。

　　　　　　　　　現在は夜間の睡眠はとれており、昨日よりは落ち着いてきてはおりますが、急な変化への対応が出来ずにおりますので、今後訓練していくと共に主治医にも密に情報提供を行っていくようにしましょう。

　　　　　　　　　本日、問診時、情報提供しています。主治医より、様子観察していきましょうとのお話しあります。

＜注目患者様＞

・坂本　のり子様～本日12時45分頃、管理棟の階段をおり、一階医事室へ行かれている事あり、｢坂本様がお金を下ろして欲しいと話している｣と医事室より連絡入っています。

　　　　　　　　　理由を問うと、｢お金がなくて･･･スタッフが一人しかいなくて話してもどうにもならないと思って･･･直接、私が行きました｣と話しています。残金の確認をすると、月初めに一か月分の小遣いとして１万円もらっているが、すでに800円しかない状態となっています。スタッフ付き添いでの買い物時、聞き分けなく大量のおやつを購入され、計画性なくお小遣いを使用しています。

　　　　　　　　　通帳よりお金をおろす事はストップとしています。後日、担当スタッフと、金銭管理・買い物の仕方等について再度、確認を行うと共に、今後どの様におこなっていくか話しあっていく事としています。










